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図2　歯石残存状態のスコア（上）
　　歯肉を装着した歯石付顎模型（下）
結 果
1．識別試験と学業成績
　図3に示すように，学業成績上位群の識別スコア
（平均値±SD）の変化は，1回目（1．90±α30），2
回目（1．96±0．25）および3回目（213±α10）を通
して，識別効果の向上は緩徐にみえた．中位群では
1回目（170±0．34）から2回目（1．98±0．26），　3
　0　　　　上位群　　　　　　　　　　　中位群　　　　　　　　　　　下位群
図3　実験群18名（各群6名）一の識別試験成績と学業
　　成績との関係
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図4　実験群18名（各群6名）の識別試験成績と性格
　　との関係
回目（2．13±0．19）へと有意に向上が認められた
（p＝α045）．下位群では1回目（173±α31）より2
回目（2℃0±028）の変化は僅少であったが，2回
目と3回目（2．02±0．17）の間に変化はみられなかっ
た．
2．識別試験と性格
　図4に示すように，内向群の識別スコア（平均値
±SD）は，1回目（1．95±0．18），2回目（2．10±025），
および3回目（2．13±016）を通して，識別効果の
向上は緩徐にみえた．平均群では1回目（175±
α36）から2回目（1．88±0．16），3回目（2．15±α18）
へと有意に向上が認められた（p＝α045）．外向群で
は1回目（163±α32）より2回目（1．96±α30）の
変化は僅少であったが，2回目と3回目（200±0．11）
の間に変化はみられなかった．いずれの群も，識別
試験回数を重ねるごとに，識別スコアはわずかに向
上するようにみえた．
3．歯石除去技術と学業成績
　図5に示すように，除石スコア（平均値±SD）は，
学業成績に関係なく指頭感覚訓練を実施した実験群
が対照群よりわずかに高い値を示した．なかでも上
位群では，実験群（39．5±9．7）と対照群（25．5±5．5）
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図5　歯石除去技術と学業成績との関係
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図6　歯石除去技術と性格との関係
との間に有意差が認められた（p＝0009）．中位群で
は，実験群（467±49）と対照群（415±91），下
位群では，実験群（4α0±1a1）と対照群（343±
175）の各群間に有意差は認められなかった．
4．歯石除去技術と性格
　図6に示すように，実験群の除石スコア（平均値
±SD）はそれぞれ内向群（422±119），平均群（452
±8．1）を示した．また，内向群の実験群と対照群
（300±125），平均群の実験群と対照群（327±
16．3）では，実験群が対照群よりわずかに高いスコ
ァを示したが，外向群では実験群と対照群（3＆7±－
1α3）との間に差は認められなかった．
　　　　　　　　　　考　　　察
　1．識別試験と学業成績
　　識別試験と学業成績の関係では，学業成績上・
、中・下位いずれの群も試験回数とともに識別スコア
　の向上は緩徐にみえた（図3）．なかでも中位群に
　おいて1回目から2回目，3回目へと有意に向上が
　認められたのは，比較的平均的に集中力が持続した
　ためと考えられる．上位群の1回目の識別スコアが
　他群と比較し高かったのは，識別試験前の6日間，
　探針とサンドペーパーを用い，1日に10分間の感覚
　のトレーニングを行なった効果と，もともとの学習
能力が優れていたためではないかと思われる．しか
し，いずれの群も3回目で識別スコアが2．01～2．13
にとどまり，全正答数の3には達しなかった．さら
にスコアを向上させるためには，訓練時間や回数等，
実験条件を考慮していく必要がある．
2．識別試験と性格
　識別試験と性格の関係は，内向・平均・外向のい
ずれの群も試験回数とともに識別スコアの向上は緩
徐にみえた．特に平均群において有意に向上がみら
れた（図4）．また，積極型の外向群において2回目，
3回目の識別試験スコアにほとんど差がみられな
かったのは，識別試験時の集中力の持続性に問題が
あったのではないかと推測される．
3．歯石除去技術と学業成績
　除石スコアと学業成績の関係については，上・
中・下位の学業成績に関係なく，指頭感覚訓練を実
施した実験群が対照群よりわずかに高い値を示した
（図5）．特に上位群において実験群と対照群との間
に有意差が認められた．これは，学業成績上位者は
訓練による学習能力が高いためと思われる．
4．歯石除去技術と性格
　除石スコアと性格の関係については，内向群，平
均群は，実験群が対照群に比べて除石スコアはわず
かに向上した．しかし，外向群では差はみられな
かった（図6）．本実験においては，実験群，対照
群間に有意差を示すほどの向上はみられなかった．
YG性格検査は，性格分類を内向・平均・外向の3
群に分け，さらに12分類する必要がある．詳細な知
見を得るためには，被験者数を増やし，性格分類に
あたり安定，不安定型等のYG分類の下位分類の要
素を加え，細分化していくというような必要がある
と考える．
結 論
　本研究は，歯石除去技術の向上を図るために，筆
者らの考案した指頭感覚訓練法を実施した実験群と
実施しない対照群に，人工歯石付顎模型を用い歯石
除去実験を行い，その効果について検討した．その
結果，次のことがわかった．
1．識別能は，本指頭感覚訓練を施すことによっ
　て，学業成績中位群，性格の平均群において，有
　意に向上した．
2．歯石除去技術は，本訓練法を課すことによっ
　て，特に学習能力の高い学業成績上位群が有意に
　向上した．
幸田奈美ほか：歯石除去技術向上のための指頭感覚訓練法
3．歯石除去技術と，性格との関係については，十
分な考察はなしえなかった．今後，被験者の数を
増やすとともに性格分類をさらに細分化する必要
が認められた．
4．指頭感覚訓練は，指先の感覚を鋭敏にすろとと
　もに，歯石除去技術の向上に寄与することがわ
　かった．
　本研究は，第2回日本歯科衛生学会学術大会（平
成19年11月23日，福岡）において，発表した．
　終りに臨み，本論文の英文抄録作成に御協力いた
だきました本学金子潤教授に感謝申し上げます．
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